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複
数
武
道
種
目
授
業

実
践
の
紹
介　

「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
活
用
し
た

複
数
種
目
（
柔
道
・
弓
道
）
の
実
践

群
馬
県
中
之
条
町
立
六く

合に

中
学
校

校
長　

桑
原　

武
史

教
諭　

山
﨑　

一
信

　

本
校
は
、
群
馬
県
北
西
部
の
山
間
部
に
あ
り
、
令
和
３
年
度
の
生
徒
数

は
、
第
１
学
年
１
名
、
第
２
学
年
３
名
、
第
３
学
年
７
名
の
計
11
名
と
い

う
極
小
規
模
の
中
学
校
で
あ
る
。
周
囲
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
自
然
と
と
も
に
育
ん
で
き
た
伝
統
文
化
が
今
も
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。

　

本
校
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
校
づ
く
り
と
し
て
、
平
成
27
年

度
に
「
弓
道
部
」
を
設
置
し
、
地
域
人
材
を
指
導
者
に
迎
え
て
活
動
を
開

始
し
た
。
同
30
年
度
に
は
保
健
体
育
の
武
道
授
業
と
し
て
「
弓
道
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
令
和
元
年
度
か
ら
は
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受

け
、
体
力
向
上
や
武
道
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
今
回
は
、
本
校
に

お
け
る
弓
道
部
設
置
の
経
緯
や
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
「
弓

道
」
と
「
柔
道
」
の
授
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

校舎全景
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単
元
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。
練
習

道
具
な
ど
は
予
算
の
範
囲
内
で
で
き
る

だ
け
購
入
し
、
足
り
な
い
物
は
、
弓
道

部
や
誠
心
館
の
物
を
借
用
し
た
。

⑶
令
和
元
年
度
の
取
り
組
み

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
「
武
道
等
指
導
充

実
・
資
質
向
上
支
援
事
業
」
を
受
け
た

群
馬
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
ぐ
ん
ま

の
子
ど
も
体
力
向
上
推
進
事
業
」の「
武

道
推
進
モ
デ
ル
作
成
事
業
」
の
指
定
を

受
け
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
中
学
校
の
武
道
授
業

の
充
実
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
外
部
指
導
者

の
活
用
や
武
道
授
業
に
お
け
る
複
数
種

目
の
実
践
な
ど
、
指
導
の
柔
軟
化
の
実

践
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指

定
は
３
年
間
の
継
続
事
業
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
定
期
的
に
県
教
育
委
員
会

健
康
体
育
課
か
ら
の
指
導
・
助
言
を
受

け
る
と
と
も
に
、
謝
金
や
消
耗
品
費
な

ど
で
支
援
を
受
け
ら
れ
、
授
業
の
充
実

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

県
教
育
委
員
会
作
成
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
、
本
校
で
の
授
業
の
様
子
を
収
録
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
添
付
し
て
全
県
に
配
付
し

て
も
ら
い
、
本
校
の
取
り
組
み
を
広
く

発
信
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
配
慮
す
べ

き
事
項
が
数
多
く
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
手
指
の
消
毒
の
徹
底
と
マ
ス

ク
の
着
用
で
あ
る
。
体
育
館
の
入
り
口

に
消
毒
液
を
設
置
し
、
入
館
の
度
に
手

指
の
消
毒
を
行
っ
た
。
マ
ス
ク
も
常
時

着
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
声
を
控
え
て

活
動
し
た
り
、
生
徒
同
士
の
距
離
を
保

つ
こ
と
を
徹
底
し
た
。

⑷
令
和
２
年
度
の
取
り
組
み

　

保
健
体
育
の
授
業
で
弓
道
を
選
択
し

て
い
る
学
校
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
、

令
和
２
年
11
月
５
日
に
全
日
本
弓
道
連

盟
か
ら
弓
具
一
式（
弓
10
張
、矢
40
本
、

ゴ
ム
弓
10
本
な
ど
）
を
贈
呈
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
弓
道
を
実
施
す
る
た
め

の
環
境
が
大
幅
に
充
実
し
、
道
具
の
面

で
ほ
ぼ
不
足
な
く
授
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

中沢富一氏（外部指導者）による指導

28㍍先の的に向かって弓を引く生徒

全日本弓道連盟から弓具一式を贈呈された

的前学習

1

は
じ
め
に

　

六
合
中
学
校
は
、
平
成
27
年
度
に
ク

ラ
ブ
活
動
と
し
て
弓
道
部
を
設
置
し
、

平
成
30
年
度
に
は
保
健
体
育
の
武
道
授

業
と
し
て
弓
道
を
開
始
し
た
。
令
和
元

年
度
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
武
道
等

指
導
充
実
・
資
質
向
上
支
援
事
業
を
受

け
、
群
馬
県
教
育
員
会
か
ら
武
道
推
進

モ
デ
ル
作
成
事
業
の
指
定
を
受
け
、
体

２

弓
道
授
業
の
概
要

の
有
段
者
２
名
を
外
部
指
導
者
と
し
て

確
保
で
き
る
見
通
し
が
立
ち
、
誠
心
館

を
活
動
場
所
と
し
て
借
用
す
る
許
可
も

得
ら
れ
た
た
め
、
職
員
の
了
解
を
得
て

平
成
27
年
度
か
ら
弓
道
部
を
設
置
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。

　

当
初
は
運
動
部
と
文
化
部
の
中
間
的

な
位
置
付
け
の
よ
う
な
活
動
内
容
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。
部
員
は
、
他
の
部
を
や

め
た
２
年
生
が
１
名
入
部
し
て
部
長
と

な
り
、
新
入
生
が
２
名
入
部
し
、
計
３

名
で
あ
っ
た
。
誠
心
館
で
の
練
習
は
週

１
回
程
度
で
、
他
の
日
は
学
校
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
学
習
に
取
り

組
ん
だ
り
し
て
い
た
。
外
部
指
導
者
へ

の
謝
金
は
六
合
中
学
校
後
援
会
よ
り
支

出
し
た
。

⑵
平
成
30
年
度
の
取
り
組
み

　

平
成
29
年
度
告
示
の
学
習
指
導
要
領

の
武
道
実
施
可
能
種
目
と
し
て
「
弓

道
」
が
並
列
明
記
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

と
並
行
し
て
、
中
之
条
町
教
育
長
か

ら
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
、
保
健
体
育
の
授
業
で
弓
道
に
取

り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
い

た
だ
い
た
。
六
合
中
学
校
を
卒
業
す
る

生
徒
は
全
員
弓
を
引
い
た
経
験
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
学
校
の
特
色
の
一
つ
に

加
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
職
員
の
賛
同

も
得
ら
れ
た
た
め
、
次
年
度
（
平
成
30

年
度
）
か
ら
の
実
施
を
決
め
、
準
備
を

進
め
た
。

　

１
年
生
は
柔
道
、
２
年
生
が
弓
道
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
部
活
動
の
外
部

講
師
の
先
生
方
に
お
世
話
に
な
り
、
２

時
間
続
き
で
６
回
、
全
12
時
間
の
学
習

力
向
上
や
武
道
指
導
の
充
実
を
図
っ
て

き
た
。
一
方
、
本
校
で
は
平
成
29
年
度

ま
で
は
武
道
授
業
で
柔
道
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
弓
道
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

と
、
学
習
指
導
要
領
に
弓
道
が
例
示
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
30
年
度
よ

り
柔
道
と
弓
道
の
複
数
種
目
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
っ
た
。

ゴム弓を使用しての指導（平成 30年度）

　

⑴
平
成
27
年
度
の
取
り
組
み

  

本
校
で
は
平
成
26
年
度
末
に
、
次
年

度
入
学
予
定
の
新
入
生
に
運
動
部
へ
の

適
応
が
心
配
な
生
徒
が
い
る
こ
と
か

ら
、
受
け
皿
と
し
て
の
文
化
部
の
設
置

の
検
討
を
始
め
た
。最
初
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ（
青

少
年
赤
十
字
）
活
動
部
な
ど
を
候
補
に

検
討
し
た
が
、
学
校
の
近
く
に
「
誠
心

館
」
と
い
う
弓
道
場
が
あ
る
こ
と
、
地

元
に
は
弓
道
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
が
比
較
的
多
い
こ
と
、
地
域
の
弓

道
経
験
者
を
外
部
指
導
者
に
依
頼
す
る

こ
と
で
地
域
連
携
の
推
進
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
弓
道
部
を

設
置
す
る
案
が
浮
上
し
た
。
地
区
の
体

育
協
会
弓
道
部
を
通
し
て
、
地
域
在
住
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多角的にＩＣＴを使って技能の課題点を探る

に
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
取
り
入

れ
て
学
習
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
２
人
で
組
み
合
う
よ

う
な
技
の
練
習
が
で
き
な
い
た
め
、
礼

儀
作
法
や
受
け
身
、
補
助
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
学
習
が
中
心
に
な
っ
て
お

り
、
単
元
の
指
導
計
画
を
11
時
間
か
ら

６
時
間
に
縮
小
し
て
実
施
し
て
い
る
。

▼
生
徒
の
感
想

・
柔
道
で
一
番
難
し
か
っ
た
の
は
前
回

り
受
け
身
だ
っ
た
が
、
端
末
で
自
分

の
動
き
を
分
析
で
き
て
よ
り
早
く
コ

ツ
を
つ
か
め
た
。

３

柔
道
授
業
の
概
要

合
っ
て
振
り
返
り
に
生
か
し
た
。

▼
生
徒
の
感
想

・
弓
道
は
初
め
て
な
の
で
慣
れ
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
。
弓
を
引
く
と
き
は

力
が
必
要
だ
っ
た
。

・
弓
道
で
は
、
２
人
の
講
師
の
先
生
か

ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
的
に

２
本
中あ

て
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

　

柔
道
の
指
導
に
お
い
て
は
、
令
和
２

年
度
ま
で
は
第
１
学
年
の
み
で
実
施
し

て
い
た
が
、
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
１
・
２
年
合
同
で

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
指
導
の
工
夫

と
し
て
は
、
少
人
数
の
利
点
を
生
か
し

て
個
別
に
き
め
細
か
い
指
導
を
行
い
、

固
め
技
な
ど
２
人
組
で
の
攻
防
を
楽
し

み
な
が
ら
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
互
い
の
動
作
を
撮
影
し
合
い
、
自
分

の
動
き
を
客
観
的
に
確
認
で
き
る
よ
う

⑸
令
和
３
年
度
の
取
り
組
み

　

生
徒
数
が
２
年
生
３
名
、
１
年
生
１

名
と
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
指
導
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
１
年
間
に
柔

道
、
弓
道
の
２
種
目
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
町
内
の
児
童
・
生
徒
に

配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
、
授
業
を
実
践
し
た
。

▼
実
践
の
狙
い

・
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
弓
道
指
導

の
充
実
を
図
る
。

・
外
部
指
導
者
を
活
用
し
、
効
果
的
な

指
導
が
で
き
る
よ
う
に
担
当
教
師
と

役
割
分
担
を
工
夫
す
る
。

・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
指

導
を
工
夫
す
る
。

・
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用

を
通
し
て
、
教
え
合
い
活
動
や
課
題

解
決
学
習
の
充
実
を
図
る
。

・
弓
道
を
通
し
て
、
的
に
向
か
う
ま
で

の
礼
儀
作
法
を
身
に
付
け
る
。
集
中

力
を
発
揮
で
き
る
育
成
を
図
る
。

▼
指
導
の
工
夫

　
【
効
果
的
に
指
導
す
る
た
め
の
工
夫
】

・
外
部
指
導
者
や
地
域
の
弓
道
場
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
な
指
導
を

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
２
名
の
外
部
指
導
者
に
よ
る
説
明
と

示
範
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
指

導
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
え
合

い
活
動
を
行
い
、
自
分
の
動
き
の
課

題
点
を
見
つ
け
課
題
解
決
学
習
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

・
少
人
数
の
利
点
を
生
か
し
て
、
き
め

細
か
な
指
導
を
す
る
。

【
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫
】

・
柔
道
で
の
安
全
事
項
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
弓
道
で
も
鋭
い
矢
を
使
用

す
る
た
め
、
活
動
ご
と
に
安
全
に
係

る
事
項
を
確
認
し
な
が
ら
学
習
を
進

め
る
。

・
柔
道
で
学
ん
だ
「
精
力
善
用
」「
自

他
共
栄
」
の
精
神
を
生
か
し
、
弓
道

で
も
生
徒
一
人
一
人
の
安
全
な
活
動

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
留

意
し
、
外
部
指
導
者
や
教
員
が
生
徒

の
動
き
を
確
認
し
な
が
ら
活
動
で
き

る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

　

授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
令
和

３
年
度
に
配
備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
、
互
い
の
様
子
を
撮
影
し

時間 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

種目 柔道 弓道

学
習
の
流
れ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
創
始
者
・
柔
道
精
神
・
授
業
の
流
れ
）

受
け
身
の
学
習
（
後
ろ
受
け
身
）
補
助
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
エ
ビ
・
脇
締
め
・
自
転
車
こ
ぎ
）
端
末
に
よ
る
課
題
解
決
学
習

受
け
身
の
学
習
（
横
受
け
身
）
補
助
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
エ
ビ
・
脇
締
め
・
自
転
車
こ
ぎ
）
端
末
に
よ
る
課
題
解
決
学
習

受
け
身
の
学
習
（
前
回
り
受
け
身
）
補
助
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
エ
ビ
・
脇
締
め
・
自
転
車
こ
ぎ
）
端
末
に
よ
る
課
題
解
決
学
習

受
け
身
の
学
習
（
前
回
り
受
け
身
）
補
助
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
エ
ビ
・
脇
締
め
・
自
転
車
こ
ぎ
）
端
末
に
よ
る
課
題
解
決
学
習

実
技
試
験

学
習
カ
ー
ド
ま
と
め

弓
道
と
は
ど
の
よ
う
な
武
道
な
の
か

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

礼
儀
作
法
の
学
習

弓
道
の
模
範
演
技
を
見
て
イ
メ
ー
ジ
作
り

基
本
動
作
の
学
習　

ゴ
ム
弓
の
引
き
方

従
手
及
び
ゴ
ム
弓
に
よ
る
基
本
動
作
（
動
作
別
）

基
本
動
作
の
学
習　

ゴ
ム
弓
の
引
き
方

従
手
及
び
ゴ
ム
弓
に
よ
る
基
本
動
作
（
全
体
の
流
れ
）

基
本
動
作
の
学
習　

ゴ
ム
弓
の
引
き
方

実
際
に
弓
を
引
く
・
矢
を
添
え
て
引
く
動
作
（
基
本
動
作
）

素
引
き
学
習　

弓
か
け
学
習

実
際
に
弓
を
引
く
・
矢
を
添
え
て
引
く
動
作
（
全
体
の
流
れ
）

素
引
き
学
習　

弓
か
け
学
習

実
際
に
弓
を
引
く
・
矢
を
添
え
て
引
く
動
作
（
全
体
の
流
れ
）

巻
き
わ
ら　

離
れ
の
練
習

礼
儀
作
法
や
全
体
の
流
れ
を
意
識
し
て
矢
を
射
る

競
技
を
イ
メ
ー
ジ　

的
前
学
習

弓
道
授
業
の
ま
と
め

的
前
学
習

弓
道
授
業
の
ま
と
め　

的
前
学
習

講
師
の
納
射　

講
評

令和３年度　多様な武道の指導モデル　第１、２学年（２学級４名）
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か
か
る
た
め
、
基
本
動
作
の
鍛
錬
の
時

間
と
実
際
に
弓
を
射
る
時
間
の
バ
ラ
ン

ス
が
難
し
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
弓
道

は
専
門
性
が
高
い
た
め
、
外
部
指
導
者

の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
今
後
も

継
続
的
に
指
導
者
を
確
保
す
る
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か
不
安
な
面
が
あ
る
。
ま

た
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
令
和
４

年
度
に
は
男
子
生
徒
が
１
名
に
な
る
の

で
、
柔
道
で
は
、
授
業
形
態
の
工
夫
が

必
要
で
あ
る
。

　

今
後
も
武
道
の
複
数
種
目
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
地
域
や
日
本
の
伝
統
や
文

化
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら

に
充
実
し
た
実
践
を
目
指
し
た
い
。

４

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

１．２種目の武道（または柔道
剣道、相撲以外の武道）を
学習したことで、武道への
関心は高まりましたか。

２．２種目の武道（または柔道、
剣道、相撲以外の武道）を
学習したことで、伝統的な
考え方や行動の仕方への理
解は深まりましたか。

３．これからも多くの武道種目
を学習したいと思いますか。

深まった

深まった

やや深まった

深まった

やや深まった

100％

66.7％

33.3％

66.7％

33.3％

100％

66.7％

33.3％

66.7％

33.3％

深まった

深まった

やや深まった

深まった

やや深まった

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
学

び
、
地
域
を
誇
り
に
思
え
る
生
徒
の
育

成
に
つ
な
が
っ
た
。
外
部
指
導
者
の
専

門
的
な
指
導
や
地
域
の
道
場
を
活
用
す

る
こ
と
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関

心
・
意
欲
を
高
め
る
の
に
と
て
も
有
効

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
柔
道
は
他
人
と

の
戦
い
で
あ
る
が
、
弓
道
は
自
分
と
の

戦
い
で
あ
る
と
感
じ
た
な
ど
、
柔
道
と

弓
道
と
い
う
性
質
の
異
な
る
武
道
を
体

験
し
た
良
さ
を
感
想
と
し
て
述
べ
る
生

徒
が
見
ら
れ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
感
じ
て
い
る
こ

と
は
、
弓
道
は
技
術
の
習
得
に
時
間
が

　

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
度
に
か
け
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
柔
道
の
授
業
で
は
技
を
掛

け
合
う
よ
う
な
内
容
の
実
施
が
難
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状

況
で
、
他
者
と
の
接
触
が
な
く
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
で
き
る

弓
道
を
武
道
授
業
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
は
、
よ
り
一
層
意
義
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

弓
道
部
を
設
置
し
た
こ
と
を
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
武
道
授
業
で
弓
道

へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
卒
業
す
る

ま
で
に
生
徒
全
員
が
弓
道
を
体
験
で
き

る
こ
と
が
、
学
校
の
特
色
の
一
つ
と
な

っ
た
。
弓
道
の
「
正
射
必
中
」
の
考
え

方
が
教
師
・
生
徒
と
も
に
少
し
ず
つ
理

解
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
、
地

域
の
方
々
と
触
れ
合
う
体
験
と
な
り
、

（回答者＝３人）

〈生徒の意識、感想、変容など〉

複数武道種目授業 実践の紹介 群馬県中之条町立六合中学校


